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タ
イ
ト
ル: 

『

汐

製

菓

会

社

の
新

作

7
0

 

キ
ャ

ラ
メ
ル5

』 

 

登

場
人
物 

•
 

汐

（
し
お
）
：
（3

0
代

） 

汐

製

菓

会

社

の
社

長

。「

面

白

き
こ
と
も
無

き
世

を
面

白

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
奇

想

天

外

な
菓

子

を
発

案

し
続

け
る
天

才

。
快

活

で
明

る
い
性

格

、
誰

に
も
止

め
ら
れ
な
い
。 

•
 

塩

田

（
し
お
だ
）
：
（3

0

代

） 

汐

の
秘

書

。
几

帳

面

で
真

面

目

だ
が
、
毎

回

社

長

の
無

茶

な
ア
イ
デ
ア
に
振

り
回

さ
れ

る
。
実

は
お
菓

子

大

好

き
で
、
そ
の
情

熱

で

製

菓

会

社

に
就

職

し
た
が
、
最

近

は
胃

が
痛

い
日

々
。 

 

あ
ら
す
じ 



 

2 

 

汐

製

菓

の
社

長

・
汐

は
、
新

作

キ
ャ
ラ
メ
ル
を

開

発

中

。
今

年

の
テ
ー
マ
は
「

挑

戦

」
。
突

拍

子

も
な
い
ア
イ
デ
ア
で
、
な
ん
と
「

山

菜

味

の

キ
ャ
ラ
メ
ル
」
を
発

案

。 

驚

愕

す
る
秘

書

の
塩

田

は
反

対

す
る
が
、
汐

は
「

こ
れ
が
世

界

を
変

え
る
」
と
自

信

満

々
。

社

内

で
味

見

会

を
開

き
、
外

国

の
展

示

会

で

も
勝

負

に
出

る
が
、
予

想

外

の
結

果

に
。 

第

1

幕: 

山
菜

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
誕
生 

（
場

面

：
汐

の
オ
フ
ィ
ス
。
机

の
上

に
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
の

試

作

品

が
ず
ら
り
と
並

べ
ら
れ
て
い
る
。
汐

は
試

作

品

を
一

つ
手

に
取

り
な
が
ら
、
う
れ
し
そ
う
に
眺

め

て
い
る
） 

汐

：
（
大

げ
さ
に
手

を
広

げ
な
が
ら
）「

つ
い
に
で
き

た
ぞ
、
塩

田

く
ん
！

今

年

も
我

が
社

の
革

命

的

キ

ャ
ラ
メ
ル
が
世

に
出

る
！

」 



 

3 

 

塩

田

：
（
書

類

を
片

手

に
、
半

ば
あ
き
れ
た
顔

で
）

「

ま
た
で
す
か
、
社

長…

。
毎

回

斬

新

す
ぎ
て
、
胃

が

痛

く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
」 

汐

：
（
笑

い
な
が
ら
）「

そ
れ
が
面

白

い
ん
だ
ろ
う
！

今

年

の
新

作

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
テ
ー
マ
は…

『

挑

戦

』
！

」 

塩

田

：「

挑

戦…

で
す
か
？

（
一

抹

の
不

安

を
感

じ

つ
つ
）
で
、
何

味

で
す
か
？

」 

汐

：「

こ
れ
だ
よ
！

見

ろ
！

」
（
試

作

品

を
一

つ
手

に
取

り
、
塩

田

に
差

し
出

す
） 

塩

田

：「…
…

な
ん
だ
か
、
普

通

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
見

え
ま
す
け
ど
？

」 

汐

：「

甘

い
な
、
塩

田

く
ん
！

こ
れ
が
た
だ
の
キ
ャ
ラ

メ
ル
だ
と
思

っ
た
ら
大

間

違

い
だ
。
今

回

は…

『

山

菜

味

』
だ
！

」 
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塩

田

：
（
思

わ
ず
書

類

を
落

と
す
）「

や
、
山

菜…
!?

 

い
や
い
や
い
や
、
社

長

、
そ
れ
っ
て
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
味

と

し
て
成

立

す
る
ん
で
す
か
？

」 

汐

：
（
自

信

満

々
）「

も
ち
ろ
ん
さ
！

甘

さ
と
苦

さ

が
絶

妙

に
混

ざ
り
合

い
、
ま
さ
に
自

然

の
恵

み
が
詰

ま
っ
た
一

品

だ
！

」 

塩

田

：「

山

菜

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
っ
て…
誰

が
食

べ
る
ん

で
す
か
？

い
や
、
冗

談

抜

き
で…

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

は
ど

こ
で
す
か
？

」 

汐

：
（
真

剣

な
顔

で
）「

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
全

人

類

だ

よ
、
塩

田

く
ん
。
」 

塩

田

：「

は
あ…

。
（
た
め
息

を
つ
き
な
が
ら
）
そ
う
で

す
か
。
ま
さ
か
全

人

類

に
挑

戦

す
る
つ
も
り
で
す
か

…

」 

（
汐

は
塩

田

に
試

作

品

を
差

し
出

す
） 

汐

：「

百

聞

は
一

見

に
し
か
ず
、
塩

田

く
ん
。
ま
ず
は

食

べ
て
み
て
く
れ
。
」 
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（
塩

田

、
渋

々
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
受

け
取

り
、
恐

る
恐

る

口

に
入

れ
る
） 

塩

田

：
（
顔

を
し
か
め
な
が
ら
）「

う
っ…

！

苦

い

…

。
そ
し
て…
な
ん
か
土

の
味

が
す
る
ん
で
す
け
ど

…

！

」 

汐

：
（
得

意

げ
に
）「

そ
れ
が
い
い
ん
だ
よ
！

ま
さ
に

山

の
恵

み
！

土

の
香

り
！

こ
れ
は
新

感

覚

だ

ぞ
！

」 

塩

田

：「

こ
れ
、
売

れ
ま
す
か
ね…

？

ま
あ
、
社

内

の

反

応

を
見

て
か
ら
で
す
ね
。
」 

 

第

2

幕: 

社
内

味
見

会 

大
混
乱

！ 

（
場

面

：
汐

製

菓

の
会

議

室

。
社

員

た
ち
が
集

ま

り
、
試

作

品

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
前

に
し
て
い
る
。
汐

は

笑

顔

で
社

員

た
ち
を
見

回

し
な
が
ら
、
手

に
持

っ
た

キ
ャ
ラ
メ
ル
を
高

々
と
掲

げ
る
） 
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汐

：「

さ
あ
、
み
ん
な
！

こ
れ
が
我

が
社

の
新

作
『

山

菜

キ
ャ
ラ
メ
ル
』
だ
！

」 
（
社

員

た
ち
は
一

斉

に
ざ
わ
つ
く
） 

社

員

A

：「

社

長…
山

菜

っ
て
本

当

に…

キ
ャ
ラ
メ
ル

で
す
か
？

ま
た
変

な
こ
と
始

め
ま
し
た
？

」 

社

員

B

：「

昨

年

の
『

わ
さ
び
キ
ャ
ラ
メ
ル
』
も
な
か

な
か
ハ
ー
ド
で
し
た
け
ど
、
こ
れ
は…
」 

社

員

C

：「

い
や
い
や
、
こ
れ
は
面

白

い
っ
て
言

う
よ

り…

」 

汐

：「

心

配

す
る
な
！

こ
れ
は
世

界

を
変

え
る
一

品

な
ん
だ
！

さ
あ
、
み
ん
な
、
食

べ
て
み
て
く
れ
！

」 

（
社

員

た
ち
が
渋

々
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
手

に
取

り
、
一

斉

に
口

に
入

れ
る
。
瞬

間

、
み
ん
な
の
顔

が
苦

し
げ

に
歪

む
） 

社

員

A

：「

う
っ…

こ
れ
は…

！

」 
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社

員

B

：「

す
み
ま
せ
ん
、
ち
ょ
っ
と
苦

味

が
強

す
ぎ

ま
せ
ん
か
？

」 
社

員

C
：「

こ
れ
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
っ
て
い
う
よ
り…

山

の

土

そ
の
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

」 

汐

：
（
満

足

げ
に
う
な
ず
き
な
が
ら
）「

そ
う
だ
ろ

う
！

ま
さ
に
そ
れ
が
狙

い
だ
！

山

の
味

わ
い
、
自

然

の
力

を
そ
の
ま
ま
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
詰

め
込

ん
だ
ん

だ
！

」 

社

員

A

：「

で
も
、
こ
れ…

子

ど
も
が
食

べ
た
ら
泣

き

ま
せ
ん
か
？

」 

社

員

B

：「

い
や
、
大

人

で
も
ち
ょ
っ
と
厳

し
い
で
す

…

」 

塩

田

：
（
社

員

た
ち
を
見

て
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う
と
）

「

あ
の
、
こ
れ
は
ま
だ
試

作

品

で
す
の
で…

最

終

版

で
は
も
っ
と
改

良

が
さ
れ
る
予

定

で
す
！

で
す
よ

ね
、
社

長

？

」 
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汐

：「

改

良

？

そ
ん
な
も
の
は
必

要

な
い
！

こ
れ
で

完

成

だ
！

」 
社

員

C
：「

こ
れ
で
完

成…

？

（
驚

愕

の
表

情

）
」 

塩

田

：
（
心

の
中

で
）「…

さ
す
が
に
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ

と…

」 

 

第

3

幕: 

海
外

展
示

会
へ
！

挑
戦
の
始
ま
り 

（
場

面

：
海

外

の
菓

子

見

本

市

。
汐

製

菓

の
ブ
ー
ス

に
大

き
く
掲

げ
ら
れ
た
「W

ild
 M

o
u

n
ta

in
 F

la
v

o
r 

C
a

ra
m

e
l

」
の
看

板

。
汐

は
自

信

満

々
で
、
塩

田

は

不

安

そ
う
に
ブ
ー
ス
を
見

渡

し
て
い
る
） 

汐

：「

さ
あ
、
塩

田

く
ん
！

こ
れ
か
ら
我

々
の
キ
ャ
ラ

メ
ル
が
世

界

中

に
広

が
る
ん
だ
！

山

菜

キ
ャ
ラ
メ
ル

が
い
よ
い
よ
デ
ビ
ュ
ー
だ
ぞ
！

」 

塩

田

：「

本

当

に
大

丈

夫

な
ん
で
す
か…

？

海

外

の

人

た
ち
に
受

け
入

れ
ら
れ
る
か
ど
う
か…

」 
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（
ア
メ
リ
カ
人

バ
イ
ヤ
ー
が
ブ
ー
ス
に
近

づ
い
て
く
る
） 

バ
イ
ヤ
ーA

：「

ワ
ッ
ト 

イ
ズ 

デ
ィ
ス
？

」 

汐

：「It's
 a

 re
v

o
lu

tio
n

a
ry

 n
e

w
 fla

v
o

r
! W

ild
 

M
o

u
n

ta
in

 F
la

v
o

r
 C

a
ra

m
e

l!

」 

塩

田

：「

あ
、
え
っ
と
、
山

菜

味

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
で
す

…

」 

（
バ
イ
ヤ
ーA

、
怪

訝

そ
う
な
顔

を
し
な
が
ら
キ
ャ
ラ

メ
ル
を
口

に
入

れ
る
） 

バ
イ
ヤ
ーA

：「…

こ
れ
は…

と
て
も
独

特

な
味

だ…

で
も
、
嫌

い
じ
ゃ
な
い
な
。
」 

（
続

い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
が
ブ
ー
ス
に
近

づ

く
） 

バ
イ
ヤ
ーB

：「

ケ 

セ 

ク 

サ
？

（
こ
れ
は
何

で
す

か
？

）
」 

塩

田

：「…

山

の
自

然

の
味

が
す
る
キ
ャ
ラ
メ
ル
で
す

…

」 
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（
バ
イ
ヤ
ーB

も
一

口

食

べ
る
） 

バ
イ
ヤ
ーB

：「

ト
レ
ビ
ア
ン
！

（
素

晴

ら
し
い
！

） 

こ
れ
は
他

に
は
な
い
味

だ
！

」 

塩

田

：
（
驚

い
て
）「

あ
れ
、
意

外

と
好

評

で
す

…

？

」 

汐

：「

だ
か
ら
言

っ
た
だ
ろ
う
！

世

界

は
ま
だ
こ
の

味

を
知

ら
な
い
だ
け
な
ん
だ
！

我

々
の
キ
ャ
ラ
メ
ル

が
い
よ
い
よ
国

際

市

場

に
進

出

だ
！

」 

 

第

4

幕: 

大
注

文
！

そ
し
て
驚

愕
の
結

末 

（
場

面

：
オ
フ
ィ
ス
に
戻

っ
た
二

人

。
汐

は
自

信

満

々

で
、
塩

田

は
ま
だ
半

信

半

疑

の
表

情

） 

汐

：「

見

た
か
、
塩

田

く
ん
！

や
っ
ぱ
り
俺

の
目

に
狂

い
は
な
か
っ
た
！

み
ん
な
山

菜

キ
ャ
ラ
メ
ル
に
夢

中

だ

っ
た
！

」 
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塩

田

：「

確

か
に…

興

味

を
持

っ
て
く
れ
た
人

も
い

ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
が
本

当

に
ヒ
ッ
ト
す
る
か
ど
う
か

は…
」 

（
突

然

、
電

話

が
鳴

る
） 

汐

：「

汐

製

菓

で
す
。…
え
！

？

大

量

注

文

で
す

か
！

？

山

菜

キ
ャ
ラ
メ
ル
が
！

？…

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

」 

塩

田

：「

え
、
本

当

に
注

文

が
？

ど
こ
か
ら
で
す

か
？

」 

汐

：「

海

外

か
ら
だ
！

す
ご
い
ぞ
、
つ
い
に
我

々
の
キ

ャ
ラ
メ
ル
が
世

界

に
広

が
る
ん
だ
！

」 

（
汐

は
大

喜

び
で
跳

び
跳

ね
る
が
、
塩

田

が
届

い
た

メ
ー
ル
を
確

認

） 

塩

田

：
（
驚

愕

の
声

で
）「…

え
？
『

山

菜

キ
ャ
ラ
メ

ル
、
大

量

注

文

。
た
だ
し
、
園

芸

用

肥

料

と
し
て
』

…

っ
て
書

い
て
あ
り
ま
す
よ
！

？

」 
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汐

：「

な
、
な
ん
だ
っ
て
！

？

肥

料…

！

？

」 

（
汐

、
し
ば
し
呆

然

と
す
る
が
、
す
ぐ
に
笑

い
出

す
） 

汐

：「

ま
あ
、
い
い
じ
ゃ
な
い
か
！

結

局

、
面

白

け
れ

ば
何

で
も
成

功

だ
！

俺

た
ち
は
や
り
遂

げ
た
ん
だ

よ
！

」 

塩

田

：「

い
や
、
そ
れ
っ
て
成

功

で
す
か…

？

」 

（
汐

、
満

足

そ
う
に
笑

い
続

け
る
。
塩

田

は
頭

を
抱

え
、
ま
た
も
社

長

の
暴

走

に
巻

き
込

ま
れ
る
） 

 

結

末 

山

菜

キ
ャ
ラ
メ
ル
は
「

お
菓

子

」
と
し
て
の
成

功

は
し

な
か
っ
た
が
、
な
ぜ
か
園

芸

業

界

で
「

天

然

肥

料

」

と
し
て
大

ヒ
ッ
ト
。
汐

は
次

な
る
奇

想

天

外

な
ア
イ

デ
ア
に
向

け
て
再

び
動

き
出

し
、
塩

田

は
ま
た
も
や

社

長

の
無

茶

ぶ
り
に
付

き
合

わ
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。 
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終

わ
り 

 


